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　【
う
ら
へ
続
く
】

　

沖
縄
県
知
事
選
、
玉
城

デ
ニ
ー
氏
が
８
万
票
の
大

差
で
初
当
選
。
「
オ
ー
ル

沖
縄
の
圧
勝
だ
。
良
か
っ

た
」
「
基
礎
票
で
は
不
利

だ
っ
た
の
を
覆
し
た
」「
辺

野
古
新
基
地
建
設
反
対
は

沖
縄
県
民
の
民
意
だ
」「
米

軍
基
地
の
建
設
は
即
刻
中

止
に
す
べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ノ
ー
ベ
ル
医
学
・
生
理

学
賞
、
京
都
大
学
の

本ほ
ん
じ
ょ
た
す
く

庶
佑
特
別
教
授
が
受

賞
（
１
日
）。
「
免
疫
細

胞
の
働
き
に
ブ
レ
ー
キ
を

か
け
る
タ
ン
パ
ク
質
を
発

見
し
、
こ
の
ブ
レ
ー
キ
を

外
す
こ
と
で
癌
免
疫
療
法

を
実
現
。
オ
プ
ジ
ー
ボ
と

し
て
実
用
化
し
た
」
「
本

庶
氏
は
基
礎
研
究
を
も
っ

と
重
視
す
る
体
制
の
必
要

性
を
強
調
し
て
い
た
」「
高

額
な
オ
プ
ジ
ー
ボ
を
も
っ

　

９
月
24
日
、
核
兵
器
廃

絶
日
本
Ｎ
Ｇ
О
連
絡
会
が

記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
、

ゲ
ス
ト
の
吉
永
小
百
合
さ

ん
が
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
国
際
運
営

委
員
の
川
崎
哲あ
き
ら

氏
と
対

談
し
ま
し
た
。

　

吉
永
さ
ん
は
「
核
兵
器

は
絶
対
な
い
方
が
い
い
し
、

『
核
の
傘
』
は
要
ら
な
い

と
い
う
こ
と
を
み
ん
な
が

思
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
、

友
達
同
士
で
も
話
し
合
え

た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
」

と
発
言
。

　

ま
た
９
月
初
め
に
訪
ね

た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
原
発

ノ
ー
を
決
め
、
い
ま
原
発

が
１
基
も
稼
働
し
て
い
な

い
こ
と
を
紹
介
。
潔
い
決

断
に
大
変
感
銘
を
受
け
た

と
述
べ
ま
し
た
。

　

原
爆
を
題
材
に
し
た
３

本
の
作
品
に
出
演
し
た
こ

と
に
も
触
れ
な
が
ら
「
被

爆
国
の
人
間
と
し
て
大
事

な
こ
と
は
発
言
す
る
こ
と
。

す
ば
ら
し
い
核
兵
器
禁
止

条
約
が
採
択
で
き
た
ん
で

す
か
ら
、
私
た
ち
が
声
を

出
し
て
政
府
に
『
私
た
ち

と
一
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う

よ
』
と
言
い
た
い
」
と
語

り
ま
し
た
。

日本ＮＧО  記念イベント

吉永小百合さんがゲストトーク

「核兵器禁止条約批准へ
　　私たちが声を出して」

と
下
げ
ら
れ
な
い
か
と
共

産
党
の
小
池
晃
議
員
が
国

会
質
問
し
た
こ
と
が
印
象

に
残
っ
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

第
四
次
安
倍
改
造
内
閣

発
足
（
２
日
）。
「
ひ
ど

い
人
事
だ
」
「
公
文
書
の

改
ざ
ん
や
隠
蔽
の
責
任
者
、

麻
生
財
務
相
が
留
任
、
バ

　

名
護
市
辺
野
古
の
米
軍
新
基
地
建
設
が
最
大
の
争

点
と
な
っ
た
沖
縄
県
知
事
選
挙
で
、
新
基
地
反
対
を

掲
げ
た
玉
城
デ
ニ
ー
氏
が
39
万
６
６
３
２
票
を
獲
得
、

安
倍
政
権
が
全
面
支
援
し
た
佐
喜
真
氏
に
８
万
１
７

４
票
の
大
差
を
つ
け
圧
勝
し
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
の
志
位
委
員
長
は
１
日
、
次
の
談
話

を
発
表
し
ま
し
た
（
要
旨
）。

玉
城
デ
ニ
ー
氏
圧
勝

「
新
基
地
ノ
ー
」
は
揺
る
が
ぬ
民
意

　
　
　
　

沖
縄
県
民
が
か
ち
と
っ
た
歴
史
的
勝
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
共
産
党
委
員
長 

志
位
和
夫

一
、
玉
城
候
補
の
勝
利
を

大
き
な
喜
び
を
も
っ
て
歓

迎
し
ま
す
。
こ
の
勝
利
は
、

「
辺
野
古
に
新
基
地
は
つ

く
ら
せ
な
い
」
「
普
天
間

基
地
は
即
時
閉
鎖
・
撤
去

を
」
と
い
う
沖
縄
県
民
の

確
固
た
る
意
思
を
示
し
た

歴
史
的
勝
利
で
す
。

　

保
守
・
革
新
の
垣
根
を

こ
え
て
心
一
つ
に
た
た
か

っ
た
「
オ
ー
ル
沖
縄
」
の

さ
ん
に
、
心
か
ら
の
敬
意

を
表
し
ま
す
。

一
、
玉
城
氏
の
勝
利
は
、

国
家
権
力
を
総
動
員
し
て

沖
縄
県
民
の
民
意
を
押
し

つ
ぶ
そ
う
と
し
た
安
倍
政

権
に
対
す
る
痛
烈
な
審
判

と
も
な
り
ま
し
た
。
安
倍

政
権
は
、
新
基
地
建
設
を

た
だ
ち
に
中
止
す
べ
き
で

す
。

一
、
こ
の
勝
利
は
、
新
た

な
た
た
か
い
の
ス
タ
ー
ト

で
す
。
前
途
に
ど
ん
な
困

難
が
あ
ろ
う
と
も
、
わ
が

党
は
、
玉
城
新
知
事
を
支

え
、
誇
り
あ
る
豊
か
な
沖

縄
を
築
く
た
め
に
、
あ
ら

ゆ
る
力
を
つ
く
す
こ
と
を

表
明
す
る
も
の
で
す
。

み
な
さ
ん
、
勇
気
と
誇
り

を
も
っ
て
歴
史
的
審
判
を

下
し
た
沖
縄
県
民
の
み
な

沖
縄
県
知
事
選



2018 年 10 月 9 日（火）　　　　　　　　　            インピーダンス　　　　　　　　            　       　        No.2452 （2）

【
職
場
か
ら
の
続
き
】

カ
に
し
て
い
る
」
「
自
民

党
の
人
事
で
も
建
設
会
社

か
ら
の
ワ
イ
ロ
疑
惑
で
大

臣
を
辞
め
た
甘
利
氏
や
自

衛
隊
の
日
報
改
ざ
ん
問
題

で
辞
任
し
た
稲
田
氏
な
ど

軒
並
み
復
活
だ
」
「
改
憲

右
翼
団
体
の
日
本
会
議
の

メ
ン
バ
ー
ば
か
り
」
「
安

倍
首
相
が
全
員
野
球
内
閣

と
言
っ
た
ら
〝
全
員
ラ
イ

ト
で
野
球
が
で
き
る
？
〟

と
反
論
さ
れ
た
」
「
危
険

な
内
閣
は
早
く
退
陣
し
て

も
ら
い
た
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

技
術
史
料
館
。
「
秋
の

さ
れ
る
。
テ
ー
マ
は
『
ア

ナ
ロ
グ
電
話
か
ら
光
電
話

ま
で
～
お
も
な
電
話
ノ
ー

ド
シ
ス
テ
ム
変
換
～
』」

　
　

×　
　
　
　

×

　

台
風
24
号
が
列
島
を
縦

断
（ 

30
日
）。
「
首
都
圏

の
JR
在
来
線
が
計
画
運
休

し
た
」
「
深
夜
、
も
の
す

ご
い
風
で
、
家
が
揺
れ
て

怖
か
っ
た
」
「
１
日
朝
、

中
央
線
が
と
ま
り
、
三
鷹

駅
で
は
入
場
が
規
制
さ
れ

大
混
雑
し
て
い
た
」
「
通

常
50
分
の
と
こ
ろ
を
１
時

間
半
か
け
て
出
社
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
が
10

年
ぶ
り
の
優
勝
（
30
日
）。

次
回
発
行
は
10
月
22
日

で
す
。

第36回むさしの子どもまつり

10 月 21 日 ( 日 )10:00 ～ 15:00
　　　　　＊雨の場合 1週間延期

　　都立武蔵野中央公園：無料

　通研の南側の中央公園で、子どもまつりがありま
す。「作る」「からだを使う」「見る」など手作り
の遊び約 30 種のブースがあり、幼児から小学生や
親子も一緒に、お金を使わず一日おもいっきり遊び
楽しめます。
　食べ物店はありませんので、お弁当持参で楽しみ
ませんか。
　　　　　主催：むさしの子どもまつり実行委員会
　　　　　https://mu-kodomo.jimdo.com/

　

防
衛
省
は
２
０
１
９
年

度
の
概
算
要
求
で
、
大
学

や
企
業
に
軍
事
研
究
を
委

託
す
る
「
安
全
保
障
技
術

研
究
推
進
制
度
」
に

１
０
３
億
円
を
計
上
し
ま

し
た
。
15
年
度
に
創
設
さ

れ
た
当
初
の
予
算
は
３
億

究
予
算
を
削
減
す
る
も
と

研
究
者
を
軍
事
研
究
に
追

い
込
む
も
の
で
、
同
制
度

は
「
研
究
者
版
の
経
済
的

徴
兵
制
」
と
も
批
判
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

日
本
学
術
会
議
は
昨
年

３
月
に
軍
事
研
究
に
反
対

す
る
声
明
を
発
表
し
、
京

都
大
学
が
軍
事
研
究
反
対

を
表
明
し
た
の
を
は
じ
め
、

北
大
が
18
年
度
か
ら
助
成

を
辞
退
す
る
な
ど
の
動
き

が
出
て
い
ま
す
。

“
研
究
者
の
経
済
的
徴
兵
制
”

　

  

軍
事
研
究
１
０
３
億
円
計
上

「
開
幕
か
ら
首
位
を
走
り

続
け
た
」
「
選
手
の
自
主

性
を
重
視
し
た
辻
監
督
の

采
配
が
選
手
に
フ
ィ
ッ
ト

し
た
」
「
防
御
率
、
失
点

と
も
に
リ
ー
グ
最
悪
チ
ー

ム
の
優
勝
は
珍
し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
野
菜
が
高
騰
し
て
い

る
」
「
台
風
の
影
響
だ
」

　

三
菱
電
機
で
５
人
の
男

性
社
員
が
、
長
時
間
労
働

が
原
因
で
精
神
障
害
や
脳

疾
患
を
発
症
し
、
う
ち
２

人
が
過
労
自
殺
、
全
員
が

２
０
１
４
～
17
年
に
労
災

認
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

５
人
は
20
～
40
代
で
、
い

ず
れ
も
研
究
や
シ
ス
テ
ム

開
発
に
従
事
。
３
人
は
長

時
間
労
働
と
サ
ー
ビ
ス
残

業
を
招
く
と
批
判
さ
れ
る

「
裁
量
労
働
制
」
が
適
用

リニア中央新幹線計画問題シンポジウム

工事進展で問題浮き彫り

　　市民と研究者が報告

　

９
月
30
日
、
日
本
科
学

者
会
議
「
リ
ニ
ア
研
究

会
」
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

拓
殖
大
学
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
開
会
挨
拶
で
研
究

会
の
長
田
好
弘
代
表
は
、

「
リ
ニ
ア
関
連
工
事
が
進

む
ほ
ど
、
こ
れ
ま
で
多
く

の
人
び
と
が
指
摘
し
て
き

た
問
題
が
現
実
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
今
日
は
深

い
議
論
を
し
ま
し
ょ
う
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

午
前
、
午
後
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
、
大
学
教
授
や
研

究
者
、
市
民
あ
わ
せ
て
７

人
が
、「
鉄
道
の
公
共
性
」、

「
ト
ン
ネ
ル
の
大
深
度
問

題
」、「
残
土
問
題
」、「
リ

ニ
ア
訴
訟
の
論
争
点
」
な

ど
を
報
告
し
、
フ
ロ
ア
か

ら
の
発
言
も
あ
り
ま
し
た
。

当
日
は
台
風
24
号
の
接
近

中
で
、
予
定
を
１
時
間
繰

り
上
げ
ま
し
た
が
、
最
後

ま
で
熱
心
な
討
論
が
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。

三
菱
電
機
５
人
労
災
認
定

３
人
は
裁
量
労
働
制
　
過
労
自
殺
も

　
政
府
は
制
度
拡
大
方
針
の
撤
回
を

さ
れ
、
自
殺
し
た
１
人
も

含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

同
社
で
は
04
年
に
裁
量

労
働
制
を
導
入
。
社
員
約

３
万
人
の
う
ち
シ
ス
テ
ム

エ
ン
ジ
ニ
ア
や
研
究
、
経

営
の
企
画
立
案
な
ど
専
門

・
企
画
業
務
に
従
事
す
る

約
１
万
人
に
適
用
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
労
災
認

定
後
の
今
年
３
月
、「
長

時
間
労
働
の
抑
制
と
健
康

確
保
」
を
理
由
に
裁
量
制

を
廃
止
し
ま
し
た
。

　

安
倍
内
閣
は
長
時
間
労

働
を
野
放
し
に
す
る
裁
量

制
対
象
の
拡
大
や
「
残
業

代
ゼ
ロ
制
度
」
を
撤
回
す

べ
き
で
す
。

円
で
し
た
が
、
17
～
18
年

度
は
１
０
０
億
円
台
へ
と

大
幅
増
で
す
。
こ
れ
ま
で

の
応
募
総
数
（
15
～
17
年

度
）
は
２
５
７
件
（
大
学

１
０
３
件
、
公
的
研
究
機

関
60
件
、
企
業
等
94
件
）

で
す
。
政
府
が
大
学
の
研

特
別
公
開
が
11
～
13
日
に

予
定
さ
れ
て
い
る
」
「
19

日
は
語
り
部
の
会
が
開
催


